
ASCON科学者委員会 機能性表示食品（D1-D690)評価報告・総括 １

ASCON科学者委員会

機能性表示食品（D1-D690） 最終評価報告

～E1以降の届出者による自己評価活動について～

2021年12月20日
ASCON科学者委員会 副委員長

鈴木 勝士

＊機能性表示食品の科学的根拠に関する「評価判定基準」改訂版
http://ascon.bz/archives/891



ASCON科学者委員会の評価（第３期：D1～D690の評価報告） 2

科学者委員会評価基準
届出者の
評価判定

（機能性表示数）

委員会の
評価判定(途中）
（機能性表示数）

A
有効性について十分な科学的根拠があ
る （5報以上のRCT論文やシステマ

ティックレビューで有効の判定がある場合、
最終製品でのRCTが２報以上の場合））

90 82

B
有効性についてかなりの科学的根拠があ
る（RCT論文が2報以上あり、有効の判定

が多数の場合、あるいは最終製品での
RCTが１報の場合）

166 150

C
有効性についてある程度の科学的根拠
がある （RCT論文が1報のみ、あるいは2

報以上で有効と無効が拮抗する場合）
116 94

見解不一致
有効性についての科学的根拠が不十分、もし
くはガイドライン不適合の疑義がある場合 0 54

評価保留
(評価辞退）

科学的根拠に達するため追加の資料／説明
が必要な場合には「評価保留」とする。届出者
が自己評価を辞退した場合もカウントした。

10 0

・届出情報照会呼応企業：119社／332社（36％） ＊回答なし製品：316、 取下げ製品：93

・評価実施表示率：380／696（55％） ・ASCON基準適合率：326／380（86%）

＊各製品の評価判定一覧表はASCONホームページに公開しましたので、そちらをご参照ください。



E1以降の届出者による自己評価活動の支援について

最終段階としての「企業の自己評価と社会の評価」

●これまでの評価は届出企業と委員会だけが参加する「閉じた空間」での作業にとどまり、
制度の基本である「広く社会が参加する評価」にはなっていなかった。そこで現在計画して
いるのは「企業による自己評価」と「委員会による外部評価」という要素に「社会による評
価」を加えることで、「企業の自己評価と社会の評価」を実現することである。
●具体的には、企業が行った自己評価をASCONホームページで公開し、これに対する

社会の評価を求める方法を採用する。現在でも届出資料は消費者庁によりすべて公開さ
れ、だれでも見ることができるが、これは専門家以外の人が読んでも理解が困難である。
他方、委員会の様式に沿って行った自己評価結果は簡単な一覧表であり、重要項目につ
いて容易に判断できるので、多くの人が意見を述べやすくなっている。
●委員会は、Eシリーズの評価を最終段階の社会的実験として企業の自己評価を開始す

る。質問や意見は委員会に送っていただき、委員会はそれを企業に送って回答を求め、
必要な時には委員会が答える。もちろん委員会も自己評価結果を随時検証する。

●評価を受けた製品は消費者の信頼が増して商品選択の参考にされている事実は、評
価に参加することが企業のメリットになることを示している。第２段階までの自己評価には
多くの企業に参加していただいたが、最終段階の自己評価にはさらに多くの企業の参加
を期待している

●最終段階の企業の自己評価への進化が機能性表示食品全体の信頼度の向上と消費
者の支持につながることを強く願っている。
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Eシリーズの自己評価の実証実験の際の配布資料

①評価過程のフローチャート（下図左はその一部）
評価のステップで遭遇する条件ごとに、yes、noの分岐路をたどり、最終評価に至ること
ができる道筋を網羅的に設計しました。評価過程での判断が学習できます。
②機能性表示食品届出情報照会確認シート（下図右上はその一部）
①の結果を②に正しく記入すると、各欄の結果が自動的に計算され、相当するABC判定
が示されます。
③シート記入マニュアル（下図右下はその一部）
②の各欄に記入すべき内容が、欄の配列に従った手順で指示されています。


